
 
 

 
資料１４ 

 
「グローバルＣＯＥプログラム」中間評価 現地調査実施要領（案）  

 
                      

平 成 ２ ２ 年  月   日   
グローバルＣＯＥプログラム委員会  

 
 
 
 
 
Ⅰ．調査の概要  
 

１．目的  
  現地調査は、評価委員が拠点現地に赴き、関係者との質疑応答及び研究現場

の視察等を行うことにより、当該拠点の現状等を把握し、評価に資することを

目的とする。 

 
２．実施主体  
 実施主体は、独立行政法人日本学術振興会グローバルＣＯＥプログラム委員

会分野別審査・評価部会とする。 

 

３．対象となる拠点  
  対象は、分野別審査・評価部会における書面及びヒアリング・合議評価によ

り、現地調査が必要と判断された拠点とする。 

 

４．実施方法  
調査者が現地に赴き、拠点より、書面及びヒアリング・合議評価に基づき事

前に示す質問事項を中心に、拠点形成の進捗状況の詳細等についての説明を受

けるとともに、研究現場を視察し、意見交換を行う。 

 

５．参加者 

  ［調査者］ 

   分野別審査・評価部会委員を中心とする数名で編成するグループ 

  ［拠点］ 

   ・拠点リーダー 

   ・出席可能な事業推進担当者 

   ・ＣＯＥ経費で雇用されていたＲＡ等若手研究者（大学院博士後期課程学

生を含む）（５名程度） 

   ・当該拠点事務局職員（若干名） 

 

６．期間 

   １日（３時間程度） 
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７．実施項目及び内容 

  ① 拠点リーダー及び事業推進担当者からのヒアリング・質疑応答（９０分

程度） 

    調査者は、拠点リーダーから、事前に提示した質問事項への回答につい

ての説明を受け、その内容を基に、他の事業推進担当者を交え、質疑応答

を行う。 

  ② 若手研究者との面談（３０分程度） 

   調査者は、若手研究者との質疑応答により、実際の教育研究活動の状況等

を把握する。 

  ③ 研究現場・施設等の視察（３０分程度） 

   調査者は、拠点からの説明を受けながら、研究現場等の視察をし、研究環

境等の調査を行う。 

  ④ その他、調査者が必要と判断する事項 

  ⑤ 講評 

   調査リーダーは、調査終了時に講評する。 

 

 

Ⅱ．調査実施後 

 

 １．調査者は、調査によっても明らかとならなかった点、あるいは新たに生じ

た不明点等のために、必要に応じて書面による質疑応答を実施することがで

きる。 

 ２．調査リーダーは、その結果をまとめ、別紙の報告書を作成し、分野別審査

・評価部会に報告する。 

 

 

Ⅲ．現地調査スケジュール（例） 

以下のスケジュールは一例であり、実際は調査内容等により異なる。 

≪14～17時が調査時間の場合≫          ※各事項には移動時間も含む。 

 事    項 所要時間

13：45 調査者、拠点到着 ‐ 

13：45～14：00 打ち合わせ（調査者のみ） １５分 

14：00～15：30 拠点リーダー及び事業推進担当者からのヒアリング・質疑応答  ９０分 

15：30～16：00 若手研究者との面談 ３０分 

16：00～16：35 研究現場・施設等の視察 ３５分 

16：35～16：50 打ち合わせ（調査者のみ） １５分 

16：50～17：00 調査リーダーによる講評 １０分 

17：00 現地調査終了 ‐ 
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｢グローバルＣＯＥプログラム｣中間評価 現地調査報告書（案） 
 

［分野名：          ］              作成者             

機 関 名・専 攻 等 名   拠点番号  

拠点のプログラム名称  

拠 点 リ ー ダ ー 名  

〔調査者による報告事項及び意見等〕  

（報告事項） 現地調査により、書面及びヒアリングにおける疑問点等がどのように明らかになったか。また、

ヒアリング評価後に行われた「総括評価」についてどのようにお考えかお示しください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（特記事項：大学限り） 
〈留意事項〉 
 
 
 
 
〈参考意見〉 
 
 
 
 
〈その他（経費面等）〉 
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